
合併
20周年
特集号

発
行
／
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
　
〒
700-8535 岡

山
市
北
区
大
供
表
町
1-1

発
行
人
／
太
田
　
誠
一
　
編
集
／
総
務
部
総
務
課
  TE
L086（

225）9846
U
R
L  https://w

w
w.ja-okayam

a.or.jp/

農を担う
桃農家　小山俊幸さん
農を担う
桃農家　小山俊幸さん
農を担う
桃農家　小山俊幸さん
芳賀地区………………………10ページ芳賀地区………………………10ページ芳賀地区………………………10ページ

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

スペアリブは、材料外の塩10ｇ・砂糖小さじ1を全体に擦り込み一晩置く。

（1）を水洗いしてよく水気を拭き取り、鍋にスペアリブ、水、昆布、粒こしょ
うを入れ中火にかけ、沸騰したら昆布を取り出し弱火にしてあくを取りながら
１時間ほど煮込む。

鍋に小分けにしたブロッコリー（芯の部分も）、半分に切ったジャガイモを入
れてさらに10分ほど煮込み、塩で味を調え出来上がり。

（1）

（2）

（3）

塩
漬
け
ス
ペ
ア
リ
ブ

の
ポ
ト
フ

塩
漬
け
ス
ペ
ア
リ
ブ

の
ポ
ト
フ

豚スペアリブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4本
ブロッコリー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1株
ジャガイモ（ゆでた物）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小2個
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7と1/2カップ
昆布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚
粒こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

作り方 材料（2人分）

　いつも広報誌「ぱれっと」をご愛読いただきありがとう
ございます。このたび、ＪＡ岡山は合併から２０周年をむか
えました。合わせて「ぱれっと」も２０周年を迎えます。
　写真は２０００年の創刊号です。当時は表紙で管内の農
産物を紹介し、紙面は２色刷りでした。「農を担う」や「楽
しい家庭園芸」なども当時から続く人気コーナーです。
　「ぱれっと」は絵具を混ぜ合わせる板から名づけ「特色
ある地域の様々な情報をうまく調和させながら、地域と
ともに歩む」という願いを込めて作られました。今後も皆
さまとともに地域に密着した紙面づくりを目指して試行
錯誤してまいります。

　　　　　　　　　　　　　編集担当

広報誌「ぱれっと」
２０周年！

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

「総代会報告」
第20回通常総代会

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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FEATURE
This month's

　
当
Ｊ
Ａ
は
６
月
２９
日
、
岡
山
市
農
業

協
同
組
合
本
所
７
階
ホ
ー
ル
で
第
２０

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
集
団
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
行
政
等
の
指
導
に
従
い
総
代
会
の

事
前
説
明
会
を
中
止
。ま
た
、総
代
会
に

つ
き
ま
し
て
も
書
面
に
よ
る
議
決
権
の

行
使
を
基
本
と
し
、
総
代
の
皆
さ
ま
ご

協
力
の
も
と
、
総
代
数
４
９
２
人
の
う

ち
４
７
３
人（
本
人
出
席
１５
人
、代
理
人

出
席
０
人
、書
面
出
席
４
５
８
人
）の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
「
令
和
元
年
度
事
業
報

告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
」、「
令

和
２
年
度
事
業
計
画
の
設
定
」、「
定

款
、
定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一

部
変
更
」、「
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変

更
」、「
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規

程
の
廃
止
」、「
経
営
管
理
委
員
、
理
事
、

監
事
の
報
酬
の
決
定
」、「
退
任
理
事
に

対
す
る
退
職
慰
労
金
の
支
給
」
の
全
７

議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
令

和
元
年
度
事
業
報
告
の
要
約
、
主
な
事

業
の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に
つ
い

て
ご
報
告
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
事
業
報
告
／
要
約
版

主
な
事
業
の
活
動
内
容
と
取
組
結
果
に
つい
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第20回通常総代会
全議案を可決承認

今月の特集
　
令
和
元
年
度
は
自
己
改
革
の
基
本

目
標
で
あ
る
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」

「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性

化
」の
実
現
に
向
け
て
、
ご
承
認
い
た

だ
い
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
各
事
業

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
信
用
事
業
・
共
済
事

業
で
は
計
画
ど
お
り
の
事
業
展
開
と

な
り
ま
し
た
が
、
天
候
不
順
に
よ
る

販
売
高
減
少
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
自
粛
要
請
や

経
済
活
動
の
制
約
で
一
部
の
事
業
に

影
響
を
受
け
た
も
の
の
、
事
業
利
益
・

経
常
利
益
と
も
に
計
画
に
対
し
て
上

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
組
合
利
用
者
や
地
域
住
民
に

対
し
、
准
組
合
員
加
入
を
推
進
し
ま

し
た
。

各議案を審議する総代

あいさつする宮武博経営管理委員会会長 議長団の大森勇二総代（西大寺）と野上紀一総代（一宮）

損 益 計 算 書
平成31年4月1日から令和2年3月31日まで

科　目 科　目金　額 金　額
単位:千円

事業総利益
信用事業総利益  
共済事業総利益  
購買事業総利益  
販売事業総利益  
保管事業総利益  
利用事業総利益  
宅地等供給事業総利益
旅行事業総利益  
福祉事業総損失  
農用地利用調整事業総利益
指導事業収支差額

事業外収益
事業外費用

 794,003 
 171,731 

 158,656 
 226,022 

 186,904 

 466,025 
 246,640 
 17,355 
 2,420 

特別利益
特別損失

法人税等合計

当期首繰越剰余金
リスク管理対応積立金目的取崩額
営農振興対策積立金目的取崩額
土地再評価差額金取崩額

 4,124,410 
 2,456,624 
 519,088 
431,592 
 68,267 
 493,246 
 160,826 
18,498 
  366 
 4,092 

 △37,976 

 5,041,089 
 910,722 
 264,154 
1,409,351 
 74,070 

人件費
業務費
諸税負担金
施設費
その他事業管理費

経常利益 1,161,186 

1,093,821 

906,917 

1,639,356 

税引前当期利益

当期剰余金

当期未処分剰余金事業管理費

事業利益

8,238,301 

7,699,387 

538,914 

科　目 金　額
単位:千円

1.当期未処分剰余金 1,639,356
1,115,507

523,849

2.剰余金処分額

3.次期繰越剰余金

（1）利益準備金
（2）任意積立金
（うちリスク管理対応積立金）
（うち施設整備強化積立金）
（うち指導事業強化積立金）
（うち営農振興対策積立金）
（うち電算情報システム開発積立金）
（うち宅地等供給事業積立金）

214,034
30,000
10,000
17,355
10,000
37,409

（3）出資配当金

600,000
318,797

196,710

剰 余 金 処 分

（注） 
1.　出資配当は年2.0％の割合です。
　　ただし、出資配当の対象は当組合定款
　　第76条第4項の規定によります。
 
２.　次期繰越剰余金には、営農指導、生活
　　・文化改善事業の費用（いわゆる教育
　　情報繰越金）に充てるための繰越額
　　46,000千円が含まれています。

3.　損益計算書および剰余金処分の記載
　　金額は、千円未満を四捨五入して表示
　　しています。そのため、内訳金額を合計
　　した金額が合計欄記載の金額と一致
　　しない場合があります。

ぱれっと　23　ぱれっと　



総代会資料等

　　【
営
農
活
動
】

　
営
農
指
導
機
能
の
強
化
・
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
農
畜
産
物
の
生
産

振
興
、
意
欲
あ
る
担
い
手
経
営
体
の

育
成
・
支
援
に
よ
る
産
地
の
維
持
・

発
展
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
営
農
指
導

　
本
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
間
の
営
農

活
動
に
か
か
る
情
報
共
有
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、「
担
い
手
農
家
」
等

へ
の
訪
問
活
動
強
化
、
麦
の
土
壌
診

断
に
よ
る
適
正
な
土
づ
く
り
指
導
・

「
営
農
振
興
支
援
事
業
」
の
活
用
・
栽

培
講
習
会
開
催
・
農
業
経
営
管
理
の

支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

②
農
畜
産
物
の
生
産
振
興

　
主
要
品
種
で
あ
る
「
ア
ケ
ボ
ノ
」、

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
等
に
つ
い
て
、
低
コ
ス

ト
生
産
の
確
立
に
向
け
た
肥
料
試

験
・
野
菜
の
作
付
推
進
や
作
付
拡
大

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

③
育
成
・
支
援
・
産
地
拡
充

　「
就
農
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

等
へ
の
取
り
組
み
・
も
も
農
業
塾
、

ぶ
ど
う
農
業
塾
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
栽
培
講
習
会
に
よ
る
農
業
生
産
基

盤
の
底
辺
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
生
活
活
動
】

　「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会

の
実
現
」
を
目
指
し
て
、
女
性
部
組

織
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
健
診
等
の

生
活
文
化
活
動
や
食
農
教
育
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

【
相
談
活
動
】

　
税
理
士
に
よ
る
税
務
相
談
会
や
所

得
税
お
よ
び
消
費
税
の
確
定
申
告
支

援
を
実
施
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
岡
山
青
色

申
告
会
を
基
軸
と
し
た
税
務
相
談
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　
広
報
誌
「
ぱ
れ
っ
と
」、「
あ
ぐ
ろ
ぐ

Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」、「
笑
味
ち
ゃ
ん
天

気
予
報
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
へ
の
情
報

掲
載
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
Ｊ
Ａ
事
業

や
農
業
・
生
活
文
化
活
動
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
情
報
発
信
に
努
め
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
と
の
結
び
つ
き
を
強

め
て
将
来
に
わ
た
り
お
取
引
を
い
た

だ
く
た
め
、
総
合
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
通
じ
た
組
合
員
・
利
用
者
接

点
の
再
構
築
に
取
り
組
み
、
お
客
様

満
足
度
を
高
め
る
事
業
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

【
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
】

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の
視

点
に
立
っ
た
相
談
機
能
の
充
実
に
努

め
、
年
金
相
談
会
、
ロ
ー
ン
相
談
会
、

相
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

【
個
人
貯
金
・
貸
出
金
の
増
強
】

　
提
案
活
動
に
加
え
、
年
金
友
の
会

を
通
じ
て
年
金
振
込
指
定
の
地
域

シ
ェ
ア
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
世
代
別
の
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

商
品
提
供
と
個
人
ロ
ー
ン
の
伸
長
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

【
農
業
資
金
へ
の
対
応
】

　
支
所
と
営
農
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、

農
業
資
金
需
要
に
対
し
て
各
種
制
度

資
金
・
担
い
手
対
象
資
金
に
よ
り
的

確
な
資
金
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ま
の「
安

心
」「
満
足
」
を
高
め
る
た
め
、
保
障

点
検
を
基
軸
と
し
た
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

【
相
談
・
普
及
活
動
】

　「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」・「
あ
ん
し
ん

チ
ェ
ッ
ク
」
に
よ
る
加
入
内
容
説
明
・

保
障
点
検
を
実
施
し
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
保
障
提
案
に
努
め
ま
し
た
。

【
審
査
・
査
定
・
保
全
業
務
】

　
新
契
約
引
受
、
共
済
金
の
支
払
処

理
の
迅
速
化
・
適
正
化
に
努
め
、
契

約
管
理
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
広
報
活
動
】

　「
交
通
安
全
教
室
」、「
書
道
・
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
ア
ン

パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
等
、

皆
さ
ま
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、Ｊ

Ａ
共
済
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
ま

し
た
。

　　
安
価
で
高
品
質
の
15
㌔
袋
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
肥
料
お
よ
び
大
型
規
格
農

薬
や
省
力
型
商
品
の
普
及
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
価
格
設
定

に
努
め
、
予
約
購
買
を
基
軸
と
し
た

安
定
供
給
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
シ
ロ
ア

リ
防
除
・
電
化
製
品
・
寝
具
・
石
碑

な
ど
、
皆
さ
ま
の
生
活
が
よ
り
豊
か

に
な
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
安
全
・
安
心
な
農
産
物
の
安
定

供
給
体
制
確
立
を
基
本
と
し
、
農
産

物
の
販
路
拡
大
・
販
売
手
法
の
多
様

化
・
品
種
の
集
約
等
に
努
め
る
と
と

も
に
、
新
た
な
加
工
品
の
開
発
・
販

売
や
各
種
Ｐ
Ｒ
活
動
、
農
業
者
の
所

得
増
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
準
低
温
・
低
温
倉
庫
に
集
約
保
管

を
行
い
、
倉
庫
の
効
率
的
な
運
用
と

適
正
な
保
管
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

【
大
型
共
同
乾
燥
調
製
施
設
】

　
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
目
指

し
、
生
籾
移
送
に
よ
る
完
全
サ
テ

ラ
イ
ト
化
を
２
施
設
で
実
施
し
ま

し
た
。

【
共
同
利
用
施
設
】

　
育
苗
施
設
の
有
効
活
用
と
し
て
、

水
稲
苗
・
野
菜
苗
の
生
産
供
給
を
行

い
ま
し
た
。

【
農
産
物
加
工
施
設
】

　
大
豆
テ
ン
ペ
・
味
噌
・
米
粉
パ
ン
・

惣
菜
等
、
地
元
の
農
産
物
を
生
か
し

た
農
産
加
工
を
行
う
と
と
も
に
、
令

和
2
年
6
月
か
ら
義
務
化
が
開
始
さ

れ
る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」
に

対
応
す
る
た
め
衛
生
管
理
、
栄
養
成

分
表
示
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
農
地
等
売
買
の
仲
介
や
組
合
員
の

資
産
活
用
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
・
店

舗
の
建
設
等
の
斡
旋
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
岡
山
空
港
発
の
定
期
便
を
使
っ
た

国
内
各
方
面
へ
の
旅
行
と
、
チ
ャ
ー

タ
ー
機
を
利
用
し
た
質
の
高
い
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
助
け
合
い
の
会
「
か
が
や
き
」
協
力

会
員
に
よ
り
、ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

サ
ロ
ン
・
地
域
の
茶
の
間
「
み
ん
な
の

お
家（
う
ち
）」を
開
催
し
、生
き
が
い

と
交
流
の
場
の
提
供
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
な
ら
び

に
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
促
進
の
た

め
、岡
山
県
農
地
中
間
管
理
機
構
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら「
農
地
利
用
集

積
円
滑
化
事
業
」や「
農
作
業
受
委
託

事
業
」に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
不
祥
事
再
発
防
止
、公
認
会
計
士

監
査
へ
の
対
応
と
し
て
内
部
統
制
の

整
備
を
進
め
、法
令
等
遵
守
態
勢
、内

部
け
ん
制
体
制
、内
部
監
査
体
制
の

実
効
性
向
上
お
よ
び
強
化
を
図
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、施
設
の
効
率
的
な
運
用
に
努

め
、支
所
の
改
修
工
事
、倉
庫
の
整
備

工
事
等
、組
合
所
有
施
設
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
記
事
で
は
概
略
を
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
支
所
・
営
農
セ
ン
タ
ー
へ
備
え
置
い

て
お
り
ま
す「
通
常
総
代
会
資
料
」お

よ
び「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
」ま
た

は
、Ｊ
Ａ
岡
山
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開

し
て
お
り
ま
す「
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

資
料
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

指
導
事
業

信
用
事
業

共
済
事
業

購
買
事
業

販
売
事
業

保
管
事
業

利
用
事
業

宅
地
等
供
給
事
業

旅
行
事
業

高
齢
者
福
祉
事
業

農
用
地
利
用

　
　
　調
整
事
業

管
理・経
営
等

ぱれっと　45　ぱれっと　



西大寺野菜部会　河本清志さん

西大寺ぶどう部会　田中永太郎 部会長

西大寺いちご部会　那須敬策 部会長上道ぶどう部会　石原正 部会長

米麦農家　光岡正義さん

西大寺営農センター

ぱれっと　0607　ぱれっと　

藤田朝日ブランド米生産部会　岸本佳明 部会長

興除施設茄子部会　植田豊 部会長 南ぶどう部会　藤井貞宏さん

藤田施設茄子部会　友杉茂 部会長

吉備葉菜部会　佐藤豪温 部会長

藤田営農センター

20周年のありがとう第2弾！
生産者の皆さまからメッセージをいただきました。

地域の皆さまに支えられて20年！



※写真はイメージです

20年分のありがとうを込めて

JA岡山20周年

ありがとう
キャンペーン

合計

名様50
プ レ ゼ ン ト

キャンペーン期間
2020年7月1日～12月末まで

ぱれっと　0809　ぱれっと　

みつ山の芋部会　市川明弘 部会長

加茂川桃生産部会

建部ピーマン部会　長光利明 部会長

建部きゅうり部会　田渕武士 部会長加茂川花卉生産部会

加茂川ぶどう生産部会

建部営農センター

地域によろこびの種をまく

JA岡山は皆さまのおかげで合併20周年を迎える事ができました
これからも地域によろこびの種をまき続けます

次号
予告

たくさんのあたたかいメッセージをありがとうございました。
ホームページでは２０周年特設ページも公開していますので、ぜひご覧ください。
ぱれっと９月号ではTAC指導員の課題実践報告を掲載予定です。

例：料理を始める、貯金をする、ジョギングを始める…
これからの目標達成のために私たちと一緒に種まきをしませんか？
種まきのエピソードとキーワードを添えてお送りください。

※エピソードは編集し広報誌・ＳＮＳ等で紹介させていただく場合がございます。

第１弾応募締切：８月末まで

□ハガキでの応募方法
　右記の①～⑦をハガキに記入し、宛先まで
　送付ください。
　宛先
　〒700-8535
　岡山市北区大供表町１－１
　ＪＡ岡山２０周年ありがとうキャンペーン係宛

□応募フォームからの応募方法
　右記ＱＲコードより応募ください。

①キーワード「JA岡山と種まき１」
②管轄支所
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥電話番号　
⑦種まきに関するエピソード

JA岡山のくだものが抽選で当たるプレゼントキャンペーンです



　6
月
30
日
、
芳
賀
地
区
の
農
家
小

山
俊
幸
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　私
が
住
む
芳
賀
地
区
は
地
域
で
山

を
開
き
団
地
を
開
墾
し
、
桃
と
ブ
ド

ウ
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
我
が
家
も
祖
父
か
ら
続
く
農

家
で
、
当
時
か
ら
桃
や
ブ
ド
ウ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。
私
も
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
父
に
習
っ
て
収
穫
や

箱
折
り
な
ど
の
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
。
大
学
時
代
は

県
外
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

農
繁
期
は
手
伝
い
に
帰
省
し

て
い
ま
し
た
。
家
族
の
体
調

を
踏
ま
え
い
ず
れ
は
継
が
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お

り
、
昨
年
父
か
ら
経
営
移
譲

し
、
就
農
し
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　最
初
は
農
業
大
学
校
に
通

い
、
講
習
会
や
果
樹
誌
な
ど

か
ら
情
報
を
集
め
、
父
に
教
わ
り
な

が
ら
始
め
ま
し
た
。

　農
業
は
天
候
な
ど
、
自
分
だ
け
で

は
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
問
題
も

あ
る
の
で
、
い
つ
何
が
起
き
て
も
最

善
の
策
を
取
れ
る
よ
う
基
本
に
忠
実

に
行
っ
て
い
ま
す
。
常
に
一
つ
の
こ

と
に
と
ら
わ
れ
ず
、
視
野
を
広
く
客

観
的
に
物
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
点
は

　物
を
長
持
ち
し
て
使
え
る
よ
う
農

業
機
械
の
手
入
れ
を
必
ず
し
て
い
ま

す
。
父
を
見
習
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
も
と
も
と
物
づ
く
り

が
好
き
で
、
農
業
で
も
作
れ
る
も
の

は
手
づ
く
り
し
、
直
せ
る
も
の
は
直

し
て
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　「清
水
白
桃
」の
収
量
を
維
持
し
な

が
ら
出
荷
ピ
ー
ク
の
分
散
を
考
え
て
い

ま
す
。
前
後
の
出
荷
時
期
と
な
る
品
種

「
白
鳳
」と「
白
麗
」を
増
や
し
、
安
定

生
産
・
安
定
出
荷
を
目
指
し
ま
す
。

　ま
た
、
桃
の
国
内
需
要
を
増
や
し

た
い
で
す
。
贈
答
品
と
し

て
の
需
要
だ
け
で
な
く
、

特
に
若
い
人
に「
一
宮
の

桃
は
お
い
し
い
」と
知
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
多

く
の
人
に
買
っ
て
い
た
だ

き
、
家
庭
で
消
費
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
お
い
し
い

桃
づ
く
り
を
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

地
区
の
桃
栽
培
の
歴
史
を

引
き
継
ぐ

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

おいしい桃を消費者に届け、
国内需要を増やしたい
おいしい桃を消費者に届け、
国内需要を増やしたい

vol.240

農
を担う

国
内
需
要
を
増
や
し
た
い

小山 俊幸さん
「こやま　としゆき」
昭和55年生まれ。一宮選果場果樹部会所属。桃7品種、ブドウ3品種、水稲を経営。祖父母、父母、
妻、娘2人、息子の9人家族。趣味は陶芸。座右の銘は「人事を尽くして天命を待つ」。

芳賀地区：桃農家

長く使えるよう手入れを怠りません 防蛾灯も農業資材などを組み合わせて作りました

袋掛けをする小山さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



間引き後、追肥と中耕をして
根の肩がかくれるまで土寄せをする

追肥 追肥追肥

3月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 品種

向陽二号

向陽二号

金時

春播き

夏播き

● 播種　　　　収穫

1.1～1.3m

資料1 ニンジンの作型と品種

資料2 2条播き 資料3 股ニンジン 資料5 裂根

資料4 追肥・中耕と土寄せ

資料6 株分け後の葉・根の調整と
　　　 芽の伸長方向

資料7 畝への植付けの例 資料8 植付けの深さと支柱

15～20cm

芽の伸びる向き

上から見た
芽の向き

1条 同一方向 2条 両端から交互方向 2条 中央に交互植
　　 伸長方向を広く

芽の伸長方向
（1条の場合は南向きに） （自立できれば不要）

鉢植えの場合も伸長方向を広く

●
ニ
ン
ジ
ン
の
栽
培

　ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
原
産
と
い
わ
れ

る
セ
リ
科
の
野
菜
で
日
本
で
は
古
く
か

ら
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
カ
ロ
テ
ン
が
多

く
含
ま
れ
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ヘ
ル
シ
ー

野
菜
で
す
。
栽
培
時
期
は
春
播
き
と
夏

播
き
に
分
か
れ
播
種
時
期
に
合
っ
た
品

種
を
選
び
ま
す
（
資
料
1
）。

●
畑
の
準
備

　で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
10
平
方

㍍
あ
た
り
堆
肥
25
㌔
、
苦
土
石
灰
等

1
㌔
、
施
用
し
ま
す
。
播
種
2
週
間

前
に
10
平
方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち
ば

ん
等
1.
5
㌔
を
土
と
よ
く
混
ぜ
ま

す
。
畝
幅
は
1
条
植
な
ら
50
〜
60

㌢
、
2
条
植
な
ら
1.
1
〜
1.
3
㍍

と
し
ま
す
（
資
料
2
）。

●
播
種

　雨
の
後
か
、
播
種
前
日
に
播
種
溝

へ
灌
水
を
し
て
土
を
湿
ら
せ
ま
す
。

　播
種
は
す
じ
播
き
と
し
5
㍉
程

度
薄
く
覆
土
を
行
い
、
平
ク
ワ
等

で
軽
く
鎮
圧
を
行
い
ま
す
。
播
種

後
は
、
乾
燥
防
止
の
た
め
モ
ミ
殻

の
散
布
や
不
織
布
の
べ
た
掛
け
に

よ
り
発
芽
揃
い
が
よ
く
な
り
ま
す
。

覆
土
が
厚
す
ぎ
る
と
発
芽
不
良
の

原
因
と
な
り
ま
す
。

●
間
引
き

　生
育
に
あ
わ
せ
て
2
回
行
い
ま

す
。
ニ
ン
ジ
ン
の
品
質
を
大
き
く
左

右
す
る
作
業
な
の
で
確
実
に
行
い
ま

し
ょ
う
。
1
回
目
は
本
葉
2
〜
3
枚

の
こ
ろ
に
混
み
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
行
い
、株
間
2
〜
3
㌢
に
し
ま
す
。

2
回
目
は
本
葉
6
枚
の
こ
ろ
に
株
間

10
〜
13
㌢
に
し
ま
す
。
生
育
が
ば
ら

つ
い
て
い
る
大
小
の
株
を
取
り
除
き

ま
す
。
成
長
が
進
み
す
ぎ
て
い
る
株

は
「
股
ニ
ン
ジ
ン
」
に
な
り
や
す
い

で
す
（
資
料
3
）。

●
灌
水

　播
種
後
の
乾
燥
は
発
芽
揃
い
が
悪

く
な
る
の
で
、
乾
燥
に
注
意
し
な
が

ら
適
度
に
灌
水
を
行
い
ま
す
。
播
種

後
50
日
ご
ろ
に
強
い
乾
燥
に
あ
う
と

割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
追
肥
・
中
耕
と
土
寄
せ

　間
引
き
の
た
び
に
除
草
を
か
ね

て
中
耕
と
追
肥
を
連
続
し
て
行
い
、

土
が
葉
の
生
長
点
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
追
肥
は
1
回
に

つ
き
10
平
方
㍍
あ
た
り
野
菜
い
ち

ば
ん
等
0.
5
㌔
を
2
回
行
い
ま
す

（
資
料
4
）。

●
収
穫

　播
種
後
5
寸
ニ
ン
ジ
ン
で
1
1
0

〜
1
2
0
日
、
金
時
等
で
1
2
0
〜

1
4
0
日
で
収
穫
で
き
ま
す
。
収
穫

適
期
の
目
安
は
、
ニ
ン
ジ
ン
の
株
元

が
地
割
れ
し
た
こ
ろ
に
肥
大
の
具
合

を
確
認
し
ま
す
。
根
の
部
分
の
重
量

1
5
0
〜
2
0
0
㌘
程
度
が
収
穫
適

期
で
す
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
根
が

多
く
な
っ
た
り
組
織
が
硬
く
な
り
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
す
（
資
料
5
）。

ニ
ン
ジ
ン
は

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

ヘ
ル
シ
ー
野
菜
で
す

　各
種
ア
ヤ
メ
類
の
花
が
終
わ
っ

た
時
期
、
今
回
は
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア

イ
リ
ス
に
つ
い
て
。
花
言
葉
は
「
情

熱
」「
使
者
」「
素
晴
ら
し
い
出
会
い
」

な
ど
、
神
々
の
使
者
と
な
っ
て
天

界
と
地
界
を
往
復
す
る
虹
の
橋
を

架
け
た
虹
の
女
神
「
イ
リ
ス
」
に
ち

な
む
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
神

話
や
豊
富
な
花
色
か
ら
か
、
欧
米

で
は
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ラ
ワ
ー
」
と

呼
び
ま
す
。

●
生
態
的
特
性

　多
湿
と
酸
性
土
壌
を
嫌
い
、
通
気

と
日
照
を
好
み
ま
す
。
極
端
に
乾
燥

す
る
場
合
以
外
灌
水
は
不
要
で
、
い

く
ら
か
の
土
壌
養
分
が
あ
れ
ば
、
数

年
間
植
え
っ
ぱ
な
し
で
も
よ
く
開
花

し
ま
す
。

●
株
分
け
・
植
付
け

・
植
付
け
後
3
年
程
度
で
植
え
替

え
、
混
み
過
ぎ
を
防
止
し
ま
す
。

梅
雨
期
に
傷
つ
け
る
と
腐
り
や
す

い
た
め
、
8
〜
9
月
（
暖
地
で
は

10
月
も
）
が
適
期
と
さ
れ
ま
す
。

作
業
も
晴
天
の
乾
燥
気
味
の
日
が

安
全
で
す
。

・
で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
よ
う
に

掘
り
上
げ
、
球
根
が
細
く
な
っ
た

と
こ
ろ
で
子
を
折
り
分
け
ま
す
。

小
さ
く
て
分
け
に
く
い
も
の
は
基

の
球
根
に
付
け
た
ま
ま
に
し
ま
す
。

・
清
潔
な
刃
物
で
、
根
は
10
㌢
、
葉

は
15
〜
20
㌢
程
度
に
切
り
ま
す
。

通
風
の
よ
い
日
陰
に
1
〜
2
週
間

置
き
、
傷
口
が
乾
い
た
も
の
を
植

え
付
け
ま
す
。

・
地
植
え
の
場
合
は
株
間
を
40
㌢
程

度
は
と
っ
て
植
え
ま
す
が
、
新
し

く
芽
が
伸
び
る
向
き
を
広
く
と
り

ま
す
。

　〔新
芽
は
芽
が
反
っ
て
い
る
向
き

＝
前
、
に
向
か
っ
て
伸
び
ま
す
。〕

（
資
料
6
，
7
）
　

・
植
付
け
場
所
は
陽
当
た
り
と
排
水

が
第
一
、
酸
度
調
整
が
第
二
で

す
。
植
付
け
の
1
〜
2
週
間
前
に

土
壌
改
良
資
材
で
通
気
性
と
排
水

性
を
確
保
、
酸
度
調
整
の
た
め
セ

ル
カ
や
苦
土
石
灰
な
ど
を
混
和

し
、
し
っ
か
り
畝
盛
り
し
ま
し
ょ

う
。
基
肥
は
入
れ
ま
せ
ん
。

 

・
深
植
え
も
禁
物
、
球
根
の
背
中
が

半
分
く
ら
い
地
表
に
出
る
よ
う
に

し
ま
す
（
資
料
8
）。

 

・
竹
の
棒
な
ど
で
、
転
ば
な
い
よ
う

に
支
柱
を
立
て
て
誘
引
し
ま
す

（
資
料
8
）。

●
管
理

　除
草
：
雑
草
が
茂
る
と
通
気
不
良

に
な
っ
て
病
害
が
出
や
す
く
な
り
ま

す
。
早
め
に
抜
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

　枯
葉
と
り
：
新
葉
が
次
々
と
出
る

と
古
い
葉
が
枯
れ
る
の
で
、
時
々
掃

除
し
て
綺
麗
に
し
ま
す
。

　施
肥
：
地
力
だ
け
で
も
元
気
に
育

ち
ま
す
が
、
2
年
目
以
降
、
春
の
葉

が
伸
び
出
し
た
こ
ろ
に
緩
効
性
肥
料

を
少
量
、畝
面
に
施
用
す
る
程
度
で
す
。

●
軟
腐
病

　夏
空
気
が
乾
燥
し
て
雨
の
少
な
い

地
中
海
性
気
候
の
原
産
な
の
で
、
夏

が
高
温
で
雨
の
多
い
日
本
は
苦
手
、

大
敵
の
軟
腐
病
対
策
は
排
水
と
通
気

の
確
保
で
す
。
過
剰
施
肥
も
発
病
を

招
き
ま
す
。
万
一
球
根
や
葉
が
腐
っ

て
い
や
な
臭
い
が
し
て
い
た
ら
、
す

ぐ
に
ご
っ
そ
り
抜
き
取
っ
て
処
分
し

ま
す
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2020.08

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
宮本 大輔

ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
は

欧
米
で
は
レ
イ
ン
ボ
ー

フ
ラ
ワ
ー
と
呼
び
ま
す
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JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料9 クリと受粉樹（品種一覧表より抜粋）

資料10 はなやか中央店（岡山市北区大供表町4-5）

資料11 季節ごとの果物

　8
月
は
桃
や
ブ
ド
ウ
、
梨
、
イ
チ

ジ
ク
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
の
夏
果
実

の
収
穫
時
期
で
す
。
も
う
す
ぐ
一
般

向
け
果
樹
苗
木
の
注
文
も
始
ま
り
ま

す
。
次
号
の
お
知
ら
せ
に
掲
載
予
定

で
す
が
、
今
年
か
ら
果
樹
苗
木
の
注

文
が
回
覧
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
営

農
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
今
月
号
で
は
果
樹
苗
木
を
購

入
す
る
際
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
点
を
記
述
致
し
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
苗
木
の
選
び
方
に
つ
い
て

　果
樹
は
一
度
植
え
て
し
ま
う
と
容

易
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
植
え
た
い
品
種
が
ど
う
い
っ
た

特
性
を
持
っ
て
い
る
か
を
よ
く
確
か

め
て
か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
品
種
を
読
み
解
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　果
樹
の
苗
木
に
は
1
本
だ
け
で
は

果
実
が
な
ら
な
い
も
の
や
、
雄
苗
、

雌
苗
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
花
粉
の
有
無
と
自
家
不
和
合
性

　一般
に
、
開
花
し
た
花
が
結
実
す

る
た
め
に
は
、
花
粉
が
め
し
べ
の

柱
頭
に
つ
き
、
そ
こ
で
発
芽
し
て

花
粉
管
を
伸
ば
し
、
受
精
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
モ
モ
や
ブ
ド

ウ
の
大
部
分
の
品
種
は
、
同
一
品
種

の
花
粉
で
受
精
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
自
家
和
合

性
と
い
い
ま
す
。
反
対
に
自
家
不
和

合
性
と
い
う
も
の
が
あ
り
、リ
ン
ゴ
、

ナ
シ
、サ
ク
ラ
ン
ボ
、ス
モ
モ
、ウ
メ
、

ク
リ
な
ど
の
、
多
く
の
果
樹
で
は
、

同
一
品
種
の
花
粉
で
は
受
精
が
で
き

な
い
、
で
き
て
も
果
実
が
あ
ま
り
と

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
資
料

9
）。
そ
の
た
め
、
果
実
を
安
定
し
て

収
穫
す
る
に
は
別
の
品
種
を
混
植
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
品
種
に
よ
っ
て
は
花
粉
の

量
が
少
な
い
、
も
と
も
と
花
粉
を
も

た
な
い
た
め
、
単
体
で
は
受
精
で
き

な
い
品
種
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

も
別
品
種
の
受
粉
樹
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

・
果
皮
・
剥
皮

　皮
が
薄
い
と
む
き
や
す
く
、
皮
ご

と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ブ
ド

ウ
で
は
近
年
人
気
の
「
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
」
も
果
皮
が
薄
く
皮
ご
と

食
べ
ら
れ
る
品
種
で
す
。
手
間
が
か

か
ら
ず
食
べ
や
す
い
こ
と
は
大
き
な

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・
食
味
・
風
味
・
外
観
は
ど
う
か

　冒
頭
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
果
樹

は
一
度
植
え
付
け
て
し
ま
う
と
数
年

〜
数
十
年
は
場
所
を
と
り
ま
す
。
果

実
を
着
け
る
の
も
、
数
年
は
か
か
り

営農部指導課
小野 智寛

ま
す
の
で
、
植
え
替
え
て
、
翌
年
す

ぐ
に
果
実
が
食
べ
ら
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
果
実
の
食
味
や
風
味

は
実
際
に
食
べ
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い
た
め
、
農
産
物
直
売
所
〝
は
な

や
か
〞（
資
料
10
、
11
）
な
ど
で
季
節

ご
と
に
販
売
さ
れ
て
い
る
気
に
な
る

果
物
を
実
際
に
購
入
し
て
、
食
べ
て

み
て
、
目
標
と
す
る
も
の
を
見
つ
け

て
か
ら
苗
木
を
購
入
さ
れ
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　最
後
に
苗
木
の
注
文
書
に
付
随
す

る
一
般
果
樹
苗
木
品
種
一
覧
表
に

は
、
果
樹
の
特
性
や
受
粉
樹
の
例
な

ど
も
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
く
読
ん
で
い
た
だ
い
て
、
失
敗
の

な
い
た
の
し
い
家
庭
園
芸
に
し
ま

し
ょ
う
。

8
月
は
色
々
な

果
実
の
収
穫

時
期
で
す新型コロナウイルス感染症対策資金のご案内新型コロナウイルス感染症対策資金のご案内

　新型コロナウイルスの影響を受けた農業者の経営を資金面から支援するため、
JAグループ岡山は一体となって支援いたします。
【資 金 名】JAトータルプラン（災害）
【対 象 者】新型コロナウイルスの感染拡大により経営に影響を受けた農業者・農業法人
【資金使途】農業経営を復興するための一切の費用
【借入限度】1,000万円以内
【借入期間】5年間以内（うち据置2年以内）
【金　　利】当JA所定金利から最大年1.0％を引下げした金利
【保　　証】岡山県農業信用基金協会の保証
【保 証 料】0％（JAバンク岡山の全額助成で保証料不要）
【対象期間】2021年3月31日までの融資実行分
詳しくは、最寄りの支所・ホームページ等でご確認ください。
　　　　　　　　JAバンク岡山ホームページ　https://okayama.jabank.org/

無料年金相談会のご案内

■開催支所日程
　8月 7 日 （金）藤田支所（興除・藤田合同開催）
　　  14日（金）上道支所
　　  15日（土）福田支所（吉備・福田合同開催）、東児支所(甲浦・東児合同開催）、
　　　　　　　  玉野支所（玉野・灘崎・備南合同開催）
　　  16日（日）加茂川支所　 
　※日程は変更となる場合がございます。
　※お申し込みは最寄りの支所へお願いいたします。

　年金に関するご相談に社会保険労務士がお応えします。相談会当日は、年金
手帳・基礎年金番号通知書・年金証書・印鑑・日本年金機構から送られてきた
資料等をご持参ください。お待ちいただくことのないように、事前のご予約（お
申し込み）をお願いいたします。

住宅ローン相談会のご案内

住宅ローン相談会開催
■開催支所日程
8月15日（土）・16日（日）　全支所開催
住宅ローンはもちろん、各種ローンのご相談は、ローンセンターまたは最寄りの支所へ

※相談会につきまして、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、個別相談の対応を行っています。

果
樹

ぱれっと　142020.815　ぱれっと　



合併
20周年
特集号

発
行
／
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
　
〒
700-8535 岡

山
市
北
区
大
供
表
町
1-1

発
行
人
／
太
田
　
誠
一
　
編
集
／
総
務
部
総
務
課
  TE
L086（

225）9846
U
R
L  https://w

w
w.ja-okayam

a.or.jp/

農を担う
桃農家　小山俊幸さん
農を担う
桃農家　小山俊幸さん
農を担う
桃農家　小山俊幸さん
芳賀地区………………………10ページ芳賀地区………………………10ページ芳賀地区………………………10ページ

Recipe
旬のレシピ紹介

レシピ提供／永井智一（ながいともかず）
茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ

スペアリブは、材料外の塩10ｇ・砂糖小さじ1を全体に擦り込み一晩置く。

（1）を水洗いしてよく水気を拭き取り、鍋にスペアリブ、水、昆布、粒こしょ
うを入れ中火にかけ、沸騰したら昆布を取り出し弱火にしてあくを取りながら
１時間ほど煮込む。

鍋に小分けにしたブロッコリー（芯の部分も）、半分に切ったジャガイモを入
れてさらに10分ほど煮込み、塩で味を調え出来上がり。

（1）

（2）

（3）

塩
漬
け
ス
ペ
ア
リ
ブ

の
ポ
ト
フ

塩
漬
け
ス
ペ
ア
リ
ブ

の
ポ
ト
フ

豚スペアリブ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4本
ブロッコリー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1株
ジャガイモ（ゆでた物）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小2個
水 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7と1/2カップ
昆布 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1枚
粒こしょう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1
塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・適宜

作り方 材料（2人分）

　いつも広報誌「ぱれっと」をご愛読いただきありがとう
ございます。このたび、ＪＡ岡山は合併から２０周年をむか
えました。合わせて「ぱれっと」も２０周年を迎えます。
　写真は２０００年の創刊号です。当時は表紙で管内の農
産物を紹介し、紙面は２色刷りでした。「農を担う」や「楽
しい家庭園芸」なども当時から続く人気コーナーです。
　「ぱれっと」は絵具を混ぜ合わせる板から名づけ「特色
ある地域の様々な情報をうまく調和させながら、地域と
ともに歩む」という願いを込めて作られました。今後も皆
さまとともに地域に密着した紙面づくりを目指して試行
錯誤してまいります。

　　　　　　　　　　　　　編集担当

広報誌「ぱれっと」
２０周年！

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

「総代会報告」
第20回通常総代会

地
域
に
よ
ろ
こ
び
の

種
を
ま
く

JA岡山は、組合員募集中です！
https://www.ja-okayama.or.jp/
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